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ワークショップ、④外国人市民との懇談会、⑤
子育て世帯へのインタビュー、⑥高校生との
ワークショップ、⑦無作為抽出型市民ワーク
ショップを行うことで、策定段階から幅広い世
代の市民と一緒に検討することとしました。本
稿では、「⑥高校生とのワークショップ」につ
いて紹介します。
■高校生とのワークショップ開催の経緯
　新たに策定する計画では、ゴールを2040年に
設定しています。現在15〜18歳の世代は、約20
年後には社会の中心を担う存在となっているた
め、この若者世代に「20年後にどのようなまち
になっていて欲しいか」を聴く必要があると市
は判断し、実施することとなりました。
　これまでにも、市が2017年度と2019年度に実
施した「町田市市民参加型事業評価」で、高校
生が事業の評価に参加し意見を述べたことがあ
ります。このように、施策を進める上で「子ど
もの意見を聴く」ことを重視しているため、高
校生とのワークショップもスムーズに開催でき
たと所管課である企画政策課の担当者は話して
います。
■高校生が20年後のまちについて考える
　ワークショップは、町田市と一緒に町田の未
来を考える若者グループ「町田創造プロジェク
ト」のメンバーが参加しました。メンバーは、
市内在住、在勤、在学の15〜18歳（中学生を除
く）を条件として広報で募集しています。2019
年 8 月20日に開催した第 1 回には約20人が参加
し、2019年11月 1 日時点では 5 回開催していま
す。

▼メンバーが一面となった広報まちだ

　ワークショップでは、モデル家族「まちだ家
のひとびと［4］」を構成する様々な人を題材とし
て20年後を考えています。今後、高校生世代が
考えた、子ども世代や大人世代にとってのなり
たい未来の姿として、「（仮称）2040なりたい未
来（将来像）」素案を作成し、それを元に「（仮
称）まちだ未来づくりビジョン2040」を策定す
る予定です。

▼「（仮称）まちだ未来づくりビジョン2040」の 
協働検討プロセス
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課題抽出段階

（ 年 月～ 月）

「（仮称）まちづくり基本目標（計画部分）」作成段階

（2020年6月～12月）
「（仮称）まちだ未来づくりビジョン2040」策定段階

（2020年12月～2021年6月）

（目的）

地域と一緒に「（仮称）2040なりたい未来（将来像）」を考えます。
（対象者）

地域住民。

（内容）

現状や課題の情報提供を行い、具体的な人物像を設定してその人

物像がライフステージごとに幸せだと感じられる未来の姿を考えま

す。すべての地域で同じことを実施して、市を挙げて検討を進めます。

（目的）

施策の満足度や力を入れてほしい施策など町田市の課題を

把握します。

（対象者）

市内住民登録者から5000人を無作為抽出。
（内容）

アンケート調査を実施します。

（目的）

学校卒業後転出傾向がある年齢層と一緒に、「（仮称） なり

たい未来（将来像）」を考えます。また、卒業や就職をしても町田

市に住み続けるために必要なことや、転出後に町田市に戻って

くるために必要なことを把握します。

（対象者）

町田市役所へのインターンシップ参加者。

（内容）

具体的な人物像を設定してその人物像がライフステージごとに

幸せだと感じられる未来の姿を考えます。また、卒業・就職に伴

う転出に対しての課題を検討します。

（目的）

年には子育て世代となる、将来を担う若者と「（仮

称） なりたい未来（将来像）」を考えます。

（対象者）

市内在住もしくは在学の高校生。 名ほど。

（内容）

高校生と市職員によるワークショップを開催して、各種

調査やインタビューの内容、地区別懇談会での意見を

踏まえて、具体的な人物像を通じて未来の姿を考えま

す。

全 回を予定。

「（仮称） なりたい未来（将来像）」検討段階

（ 年 月～ 年 月）

（目的）

参加者を無作為抽出することにより、普段市政に声を寄

せることがない方とも一緒に「（仮称）2040なりたい未来
（将来像）」を検討します。

（対象者）

市内住民登録者から無作為抽出した、20代、30代、40
代、50代、60代、70代以上それぞれ5名程度、合計30名
ほど。

（内容）

上記対象者と市職員とでワークショップを開催して、各

種調査やインタビューの内容、地区別懇談会での意見

を踏まえて、具体的な人物像を通じて未来の姿を考えま

す。

全6回を予定。

（目的）

「（仮称） なりたい未来（将来像）」の策定過程

における市民に向けた説明と意見等を提出する機

会を確保します。

（対象者）

市内在住、在勤、在学者、市内事業者、市政に対

して意見等を有するもの。

（内容）

「（仮称） なりたい未来（将来像）」素案につい

て、広報・ホームページへの掲載や、各市民セン

ターでの閲覧等を通して、市民等から意見をいた

だきます。そして、提出された意見等を考慮して意

思決定します。

（目的）

「（仮称）まちづくり基本目標（計画部分）」素案作成

に向けて、地域からの意見を把握します。

（対象者）

地域住民。

（内容）

「（仮称） なりたい未来（将来像）」の説明を行

い、未来の姿の実現に向けて「（仮称）まちづくり基

本目標（計画部分）」に必要なことについて意見を

いただきます。

④外国人市民との懇談会

（目的）

今後増加が見込まれる外国人市民が地域と共生するために

必要なことを把握します。

（対象者）

市内在住の外国人市民。

（内容）

外国人市民が地域と共生するために必要なことや今後のま

ちづくりに関して意見交換を行います。

（目的）

まちづくりに関係する団体から、なりたい未来の姿

を実現させるために必要な施策や、各団体が協力

できることを把握します。

（対象者）

長期計画審議会委員である市民団体等や、市内

乗り入れ鉄道各社、市内大学。

（内容）

まちづくりに関係する団体に対してインタビューを

行い、目標設定や政策に反映させます。

（目的）

「（仮称）まちだ未来づくりビジョン 」の策定過

程における市民に向けた説明と意見等を提出する

機会を確保します。

（対象者）

市内在住、在勤、在学者、市内事業者、市政に対

して意見等を有するもの。

（内容）

「（仮称）まちだ未来づくりビジョン 」案を広報・

ホームページに掲載し、各市民センターなどへの

閲覧をすることにより、市民等からの意見をいただ

きます。そして、提出された意見等を考慮して意思

決定します。

（目的）

「（仮称）まちだ未来づくりビジョン 」について説

明し、意見をいただきます。

（対象者）

市内在住、在勤、在学者、市内事業者、市政に対

して意見等を有するもの。

（内容）

「（仮称）まちだ未来づくりビジョン 」案について、

その内容や考え方を説明するとともにパブリックコ

メント以外でも意見をいただきます。

②地区別懇談会（タウンミーティング）

⑤子育て世帯へのインタビュー

（目的）

町田市の強みである子育て環境の魅力をさらに向上させ、転入

を促進する政策につなげるため、子育て世帯が抱えている課題

を把握します。

（対象者）

子どもセンター、子どもクラブの来館者。

（内容）

市職員がインタビュー形式でアンケート調査を実施します。
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（将来像）」素案を作成し、それを元に「（仮称）

まちだ未来づくりビジョン 」を策定する予

定です。

▼「 仮称 まちだ未来づくりビジョン 」の

協働検討プロセス

＜出典＞町田市提供資料を一部抜粋

高校生がまちづくりについて検討することで、

他の世代から「高校生ががんばっているのだか

ら自分たちもしっかり考えないといけない」、

「自分は生きていないかもしれないが、どのよ

うなまちなら未来の子どもたちが過ごしやすい

か考えたい」と言った声が出ています。

祖父母世代や親世代の 年後が高校生には

想像しにくいことや、毎回同じメンバーが出ら

れるわけではないといった課題もありますが、

市は、全ての世代の 年後が大切であるという

考えから引き続き検討を進める予定です。

３．子どもが問題解決に関与している事例

（１）高知県高知市「こうちこどもファンド」

高知市では、未来の高知市を担う子どもたち

の「自分たちのまちを良くしたい」という思い

を実現するための支援として、 年４月から

「こうちこどもファンド」（以下、「ファンド」

という。）を設置しています。

　高校生がまちづくりについて検討すること
で、他の世代から「高校生ががんばっているの
だから自分たちもしっかり考えないといけな
い」、「自分は生きていないかもしれないが、ど
のようなまちなら未来の子どもたちが過ごしや
すいか考えたい」と言った声が出ています。
　祖父母世代や親世代の20年後が高校生には想
像しにくいことや、毎回同じメンバーが出られ
るわけではないといった課題もありますが、市
は、全ての世代の20年後が大切であるという考
えから引き続き検討を進める予定です。

3 ．子どもが問題解決に関与している 
事例

（1）高知県高知市「こうちこどもファンド」
　高知市では、未来の高知市を担う子どもたち

1 ．はじめに
　みなさんの自治体では、子ども［1］は政策や制
度の決定過程にどの程度関与しているでしょう
か。
　内閣府は、2018年に「我が国の若者の意識と
諸外国の若者の意識を比較することにより、我
が国の若者の意識の特徴及び問題等を的確に把
握し、子供・若者育成支援施策の検討の参考と
する」ため、「我が国と諸外国の若者の意識に
関する調査」を実施しました［2］。調査結果では、
日本の若者は諸外国の若者と比べて政治に対す
る関心度が最も低いことが明らかとなりまし
た［3］。
　政策決定過程への関与についてみると、日本
の若者で、「そう思う」または「どちらかとい
えばそう思う」と回答した者の割合が最も高
かったのは、「子供や若者が対象の政策や制度
は対象者に意見を聴くようにすべき」の69.5％
でした。次いで高かったのは、順に、「私個人
の力では政府の決定に影響を与えられない」の
58.5％、「社会をよりよくするため、私は社会
における問題の解決に関与したい」の42.2％で
した。日本の若者は、自分たちが対象となる政
策や制度については意見を聴いてほしいと考え
ているものの、その意見は反映されにくいと考
えているようです。
　それでは、みなさんの自治体は政策や制度に

ついて考える際、子どもに意見を聴いたり、子
どもが問題解決に関与したりする機会をつくる
ことができているでしょうか。本稿では、特に
まちづくりの観点から、基礎自治体が「子ども
の意見を聴いている事例」と、「子どもが問題
解決に関与している事例」について紹介します。

▼政策決定過程への関与

2 ．子どもの意見を聴いている事例
東京都町田市「高校生とのワークショップ」
■幅広い世代の市民と一緒に検討
　町田市では、基本構想と基本計画「まちだ未
来づくりプラン」が2021年度に計画期間を終え
るにあたり、新たな基本構想・基本計画として

「（仮称）まちだ未来づくりビジョン2040」を策
定することとしました。これまでの反省として、
計画が市民に知られていないということがあり
ました。そのため、①市民意識調査、②地区別
懇談会（タウンミーティング）、③大学生との

かゆいところに手が届く!
−多摩・島しょ自治体お役立ち情報−

　「かゆいところに手が届く！多摩・島しょ自治体お役立ち情報」は、市町村の職員が日
頃の業務で感じている疑問や他の自治体、民間企業などの動向、今さら聞けない行政用
語など、知りたいと考えている事項について自治調査会が調査し、問題点や課題などを
明らかにすることを目的に実施しています。

子どもたちが自ら行うまちづくりについて
調査部研究員　　鬼頭　敦子（町田市派遣）

<出典＞令和元年版『子供・若者白書』P13

＜出典＞町田市提供資料を一部抜粋
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高校生・大学生とのワークショップ

無作為抽出型市民ワークショップ

子育て世帯等へのインタビュー 2019 年度～
2020 年度に

かけて、

地域の皆さんと
話し合い、

意見を積み重ね
て、まとめてい

きます

まずは高校生が“まちだの未来”について考えてくれました

まちだの未来のレシピ

町田市が“まちだの未来のレシピ”
つくるらしいよ

これから先、人口が減るって言われ
ているよね

みんなが夢を描けて、幸せを感じられ
るような未来をつくるためのレシピ
なんだって

僕ら世代の若者も減り続けていくみ
たいだね。2040年までに大きく社会
が変わるんだって

子どもも大人も、みんなで“オリジナ
ルレシピ”をつくっていこうよ！

とは…
　2040年には、市の人口は40万人を下回り、人口の年齢構造は少子高齢化に向かって大き
く変化します。こうした大きな変化を見据えて、新しい基本構想・基本計画「（仮称）まちだ未
来づくりビジョン2040」をつくります。
　このビジョンは、2022年4月からの、まちだの未来の姿とそのつくり方を示す、いわば“ま
ちだの未来のレシピ”です。

まちだのオリジナルレシピ
皆さんの夢や想いを集めます

参加方法などこれからの予定は、広報まちだや
町田市ホームページで順次お知らせします

市民意識調査

これまでの取り組みや今後必要なこ
とについて、皆さんの声を集めます

無
作

為抽
出型市民ワークショップ

さまざまな世代の方々に集まってい
ただき、まちだの未来を考えます

地
区

別意
見交換会

（タウンミーティン
グ
）

地域の皆さんからの声を
積み重ねていきます

子
育

て世
帯等へのインタビュー

子育て世帯や子ども達等の
声を集めます

　まちだの2040年の姿に向かって、まちだに「あったらいいな」、まちだが「なれたら
いいな」を一つひとつ考えてくれました。皆さんも一緒にまちづくりを考えてみませ
んか？
　今回、まちだのレシピづくりに参加してくれたのは、町田の魅力創造や発信、市の
計画づくり等を考える若者グループ「町田創造プロジェクト（ＭＳＰ）」の立ち上げメ
ンバーです。今号８面で新たに「町田創造プロジェクト（ＭＳＰ）」のメンバー募集の記
事を掲載しています。
� 問�児童青少年課 ☎724・4097

どうつくる？

問�企画政策課�☎724・2103

新しい基本構想・基本計画特集2 2019．7．15

この特集号は、12万811部作成し、1部あたりの単価は5円となります（職員人件費を含みます）。町田市は2022年4月から始まる新しい基本構想・基本計画をつくっています
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●将来を担う人が育つまちをつくる
●安心して生活できるまちをつくる
●賑わいのあるまちをつくる
●暮らしやすいまちをつくる
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町田市
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QRコード

＜出典＞町田市HP
https://www.city.machida.tokyo.jp/shisei/koho/

koho/kouhoushi/koho_machida/2019/20190715.files/19-
0715-toku-all.pdf　（2019年11月25日確認）


